
対象期間：２０２１年１１月１日～２０２２年１０月３１日

エコアクション２１

環境経営レポート
２０２１年度版

株式会社増田喜

発行日：２０２２年１２月２０日



  １．事業所及び代表者氏名
　
        株式会社増田喜
        代表取締役　増田　喜一郎

　２．所在地
　 本社 〒910-0021　　 福井県福井市乾徳2丁目6-6

福井営業所 〒910-0843　 福井県福井市西開発4丁目621
奥越営業所 〒911-0814 福井県勝山市若猪野6-4-2
武生営業所 〒915-0057 福井県越前市矢船7-7-4
小松営業所 〒923-0004 石川県小松市長崎町さ2番地1

  ３．環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 営業本部長 森田　律男
連絡担当者 営業本部長 森田　律男
連絡先 〒910-0021　　 福井県福井市乾徳2丁目6-6
電話 0776-27-2169 FAX 0776-27-2168

  ４．事業の規模及び事業内容
        設立 1949年11月１日

　　　　資本金 5,000万円

　　　　従業員数 54名 2022年10月31日現在

本社

福井営業所

奥越営業所

武生営業所

小松営業所

合計

894百万円 2021年度（2021.11～2022.10）

　　　　事業内容

収集運搬量＝処理量

単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

　　　　一般廃棄物収集運搬量 ｔ 47,888 45,500 45,485 44,273

　５．対象範囲

　１．認証・登録範囲 全組織

全活動

　２．環境経営レポートの 2021.11～2022.10

　　　対象期間及び発行日 2022.12.20

本社、福井営業所、奥越営業所、武生営業所、小松営業所

処理実績

古紙の回収・選別・梱包及び製紙原料・金属原料の販売、機密抹消事業

466

776

4,323

売上高

古紙の回収・選別・梱包及び製紙原料・金属原料の販売、機密抹消事業

160

200

処理能力（ｔ/日）

184

120

143

113

　１．事 業 所　の 概 要

保管上限(t)延床面積(m
2
)

300

400

160

952

1,278

851
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　６．許可の状況

①産業廃棄物許可の内容

積替保管 取得年月日

有無 有効期限

2020年2月4日

2024年12月8日

2022年6月1日

2027年4月18日

2021年9月22日

2026年9月13日

2022年6月12日

2027年6月11日

②施設の状況

台数 能力

高圧プレス機 5

トラック（箱車） 3 15ｔ

トラック（平車） 1 4ｔ

2 4ｔ

シュレッダー車 1 7ｔ

アルミバン 1 2ｔ

デリバリーバン 1 2ｔ

③処理工程図

収集運搬 中間処理 処分先 再資源化

収集運搬車 高圧プレス機

圧縮機

バインド梱包

○ ○

紙回収

持ち込み

製紙メーカー

3

施設の形式

廃棄物の種類／発生場所

ハイエース

トラック（平車）

2

トイレットペーパー

ダンボ－ル

10ｔ

4ｔ

4ｔ

3t

2t

15

○ ○ ○

○

フックロール車

能力台数

事業所、紙ステーション、

施設

トラックスケール

フックロール車

5

7

- 第01234567893号

○

○石川県 処分業

トラック（箱車）

パッカー車

シュレッダー車

○

福井県 処分業 - 第1820026268号

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ

石川県 収集運搬 無 第01702026282号

無 第1801026282号福井県

許可者 種類 許可番号

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

紙
く
ず

燃
え
殻

汚
泥
廃
油

2

1

収集運搬 ○

が
れ
き
類

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器

鉱
さ
い

廃
酸

木
く
ず
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代表取締役  

営業本部長　

本
社

福
井
営
業
所

奥
越
営
業
所

武
生
営
業
所

小
松
営
業
所

１８名 １６名 ４名 ９名 ７名

合計５４名

【責任者の役割】

　　代表者 環境方針の制定

環境管理責任者の任命

環境保全に関する人、もの、金の提供

エコアクションシステムの見直しをする

　　環境管理責任者 エコアクション２１活動責任者

環境活動レポートの作成、公開

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境関連法律の順守評価

　　事務局 環境管理責任者の補佐

進捗管理のデータ収集、整理

代表者

環境管理責任者

２．株式会社増田喜
エコアクション２１　推進体制図

2022.10.31現在

事務局
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株式会社増田喜は、「古紙から未来を創造するエコサポート企業」をモットーに、

地球にやさしいリサイクル社会に貢献するため、環境保全に努めるとともに、地域性を

生かした古紙の再資源化システムの構築を図り、次世代に繋げる循環型社会の形成

に向け、成長し続けることを目指します。

１．事業活動が環境保全活動であることを理解し、古紙の再資源化を推進します。

２．業務効率の向上を図り、エコドライブを実践していくことで、地球温暖化の防止に

　　努めます。

３．廃棄物の適正分別と、再資源化を推進し廃棄物の削減に努めます。

４．環境法規制を守ることは当然として、地域住民との約束を尊重します。

５．全従業員が統一した認識を維持できるように教育を徹底し、環境方針に沿った

　　事業活動を実践します。

６．環境に関する情報は広く社外に公開され、透明性のある企業を目指し社会の

　　信頼を深めます。

２０１５年１１月１日 株式会社　増田喜

代表取締役

増田　喜一郎

　３．環境経営方針

環境経営方針
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（過去３年間の実績）　　全社

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2

　　　　　　　　　　購入電力 kg-CO2

　　　　　　　　　　ガソリン kg-CO2

　　　　　　　　　　軽油 kg-CO2

                      LPG kg-CO2

廃棄物排出量の削減 t

古紙の再資源化 ｔ

水使用量の削減 ㎥

※購入電力の二酸化炭素排出係数は北陸電力の2018年度調整後出係数　0.526kg-CO2/kWhを使用しました。

③　古紙の再資源化はここ数年減少している。当社独自の取り組みを伸ばし数量を確保したい。

④　水は市水でありクーリングタワー、紙の飛散防止、融雪で使用するものが大半です。

（２０２１年度　営業所別実績）

単位 本社 福井 奥越 武生 小松 全社

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 92,124 217,379 57,152 130,755 103,508 600,918

　　　　　　　　　　購入電力 kg-CO2 25,137 65,320 21,595 22,691 44,857 179,600

　　　　　　　　　　ガソリン kg-CO2 2,920 0 0 7,358 0 10,278

　　　　　　　　　　軽油 kg-CO2 61,940 151,077 35,557 100,706 58,651 407,931

                      LPG kg-CO2 2,127 982 0 0 0 3,109

廃棄物排出量の削減 ｔ 0.85 2.72 1.04 0.59 0.70 5.90

古紙の再資源化 ｔ 10,747 10,861 3,816 8,770 10,079 44,273

水使用量の削減 ㎥ 131 166 53 247 73 670

②　廃棄物排出量は外部の影響が大きく効果的な対策が出来ていない。監視カメラ等も設置したり出来ることは取り組んでいる。

　４．環境経営目標とその実績

２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度

単位

600,918

R3/11～R4/10

環境目標 2019/11～2020/10

3,708

604,687

181,463

H31/11～R2/10 R2/11～R3/10

610,919

189,863

6,144

179,600

10,278

407,931

5.61 5.90

2021/11～2022/102020/11～2021/10

3,140 3,271 3,109

416,376

6.00

　　古紙の再資源化量も減少しているので再資源化量を伸ばしつつ電力を押さえれるようにしたい。燃料の使用量

411,641

45,485

　　もほぼ横ばいなので扱い量に応じた削減を目指し効率化を図っていきたい。

①　二酸化炭素は車両等で使用する軽油とガソリンの化石燃料が70％を占めている。電力は削減出来ているが

44,273

670712

45,500

853
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（今後３年間の目標）

単位
2020年度

実績
2021年度

目標
2022年度

目標
2023年度

目標

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 610,919 604,810 598,762 592,774

廃棄物排出量の削減 ｔ 5.61 5.55 5.50 5.44

古紙の再資源化 ｔ 45,485 46,850 48,255 49,703

水使用量の削減 ㎥ 712 705 698 691

①二酸化炭素排出量は2020年度の実績を基準として毎年１％削減とする。

②廃棄物排出量は2020年度の実績を基準として毎年1％減とする。

③再資源化量は2020年度の実績を基準として毎年3％増とする。

⑤水の使用量は2020年度の実績を基準として毎年1％削減とする。

（２０２１年度の目標、実績、評価）

目標 実績

二酸化炭素排出量の削減　 kg-CO2 604,810 600,918 0.99 ○ ○　：　達成

廃棄物排出量の削減 ｔ 5.55 5.90 1.06 △ △：1～１０％未達

古紙の再資源化 ｔ 46,850 44,273 0.94 △ ☓：10％以上未達

水使用量の削減 ㎥ 705 670 0.95 ○

①2021年度の二酸化炭素排出量は減少し、目標を達成した。

②2021年度の廃棄物排出量は増加し、目標出来なかった。

③2021年度の古紙の再資源化（扱い量）は減少し、目標を達成出来なかった。

⑤2021年度の水の使用量は減少し、目標を達成した。

単位

2021年度
達成率

（実績／目標）
評価 評価基準

6



　

本
社

福
井
営
業
所

奥
越
営
業
所

武
生
営
業
所

小
松
営
業
所

燃費のよい車両の導入 ○ △ △ △ △ 新規

車両の適正運転（空ぶかし、アイドリング） ○ ○ ○ ○ ○

空調温度管理（28℃、20℃） ○ ○ ○ ○ ○

車両の効率的運行 △ △ △ △ △

照明の管理（消灯の徹底） ○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △

新規顧客の拡大 △ △ △ △ △

中間処理施設の故障削減 △ △ △ △ △

新規にリサイクル先の開拓 ○ ○ ○ ○ ○

回収品の選別作業工程の改善 ○ ○ ○ ○ ○

紙回収ボックスの増設 △ △ △ △ △

○ ○ ○ ○ ○ 新規

洗車で使用する水を減らす 〇 〇 〇 〇 〇

トイレ、洗濯、流し台での節水 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

再生紙、事務用品 ○ ○ ○ ○ ○

エコマーク商品の購入 △ △ △ △ △

エコアクション２１ガイドライン２０１７版の勉強会 ○ ○ ○ ○ ○

安全衛生に関する講習会 ○ ○ △ △ △

町内会の掃除に参加する △ △ △ △ △

ふくいエコ事業所　エコオフィス認定 〇 〇 × × ×

国家資格、技能資格等の取得 〇 〇 〇 〇 〇 新規

　５．環境活動計画、取組、評価及び次年度の取組

その他

評価

次年度の取組具体的取組内容目標項目

古紙の再資源
化

グリーン購入 継続

継続

継続

水使用量の削
減

飛散防止や融雪のための水使用を減らす

継続

回収ルートの改善

二酸化炭素排
出量の削減

継続

廃棄物からリサイクル出来るものの選別
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チェック日

2022.10

2022.6

2022.10

収集運搬車両の対策を 2022.10

可燃物貯蔵所の許可 可燃物貯蔵所の許可、表示 2022.10

2022.10

2022.10

2022.10

環境関連法規の違反及び苦情等はありませんでした。

なお、関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去には一度もありませんでした。

環境関連法規に関しては自らが定期的に順守状況をチェックしています。

少量危険物貯蔵取扱所の許可、表示

マニフェスト使用実績（4-3）を６/
末までに報告

廃棄物処理法
（廃掃法）

帳簿の作成（90日、180日）
マニフェスト管理台帳

廃棄物処理状況の報告

特に、燃料の無駄な走行により時間も含め効果が出ていないのでしっかり見直してほしい。

業務用車両の運行管理 車検、車両別運行管理

少量危険物貯蔵取扱所

道路運送車両法

運搬・処分は許可を受けた
ものが行う

数値の管理は出来ているが、その数値を削減に繋げる取り組みが弱いと感じる。

　７．代表者による全体評価と見直し・指示

マニフェスト管理

フロン排出抑制法 業務用エアコンの維持管理
エアコンの簡易点検の実施（１回
／３か月）→冷却能力の低下はな
いか

消防法

　６．環境関連法規の順守評価と違反訴訟等の有無

廃棄物飛散防止パイプ、カバー
運搬車両の表示（許可番号等）

順守事項法規名

契約書（許可証、有効期限の
チェック）

当社の順守内容
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